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目指す学校像 生徒一人ひとりの個性を伸ばし、生きる力を地域社会とともに育む学校 
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度 

 Ａ   ほぼ達成  （８割以上）                   ※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校評 
                      価懇話会を開催し、学校自己評価を踏まえて 
                      評価を受けた日とする。   

 Ｂ   概ね達成  （６割以上） 

重 点 目 標 

 
１ 基礎基本を重視し、確かな学力の育成及び体力の向上を図る。  
２ 個に応じた進路指導を充実させ、多様な進路希望の実現を図る。 
３ 自主自律の精神と規律を重んじる態度を育成し、豊かな心を育む教育活動を推 
 進する。 
４ 地域連携事業を推進し、生徒の社会性及びコミュニケーション能力を育む。 

 
 
    
 
 
 

 
出席者  学校関係者                 ５名 
 
              生徒                             ４名 
 
     事務局（教職員）   １０名 

 
 
 
 
 
 
 

 Ｃ   変化の兆し （４割以上） 

 Ｄ   不 十 分  （４割未満） 

   
 

      ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 
      ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
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学 校 関 係 者 評 価 

年    度    目    標 年  度  評  価 （２月１日 現在  ） 実施日 令和７年２月７日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等 

 
 
 
 
     
 １ 

〈現状〉 

 本校生徒は、意欲的に授業を受けてい

る生徒が多く、基礎学力の定着に努めて

いる。タブレット端末の効果的な活用が

進められている。 

〈課題〉 

 生徒の学習意欲の向上に繋がるために

は、更なる教員の授業力向上が必要であ

る。また、授業におけるタブレット端末

のより効果的な活用への工夫や改善が求

められる。 

 
 
 
 
生きる力と
確かな学力
の定着 

①「主体的・対話的で深い学び」の授業実践
と授業研究を積極的に行い、教員の授業力
向上を図る。 

 
②タブレット端末を効果的に活用する授業へ
の発展・工夫に取り組む。 

 
③観点別評価について、全教員で情報共有を
図るとともに効率的な運用に努め、三者面
談時に生徒及び保護者へ継続的に説明を行
う。 

①「授業がわかる」という生徒の
割合が９０％以上か。 

 
 
②全教科において、タブレット端
末が効果的に活用されたか。 

 
③職員会議等において、観点別評
価について全教員で情報共有が
なされ、点検や見直しが実施さ
れたか。 

授業において、生徒が「主体的・対話的で深い学び」 
を実践できた。引き続き、更なるＩＣＴ活用の推進を 
促し、より効果的な活用への改善と工夫を行う。 
①基礎学力の定着と向上を実現させる授業を実践し、 
生徒アンケートで「授業がわかる」と回答した生徒の 
の割合が８３．５％（昨年度８８．０％）であった。 
②タブレット端末を活用した授業が多く見られたが、 
今後も課題を共有し、改善や工夫等を行い、更なるタ 
ブレット端末を活用した授業を継続して行う。 
③観点別評価においては、各学期に各教科で見直しを 
行い、全体で課題等について共有することができた。 

 
 
 
 
 
Ｂ 

基礎学力の定着と向上において、 
今後も効果的なＩＣＴ活用が重要で
ある。来年度は、生徒１人１台タブレ
ット端末が、全学年に導入されるこ
とから、ＩＣＴを積極的に活用した授
業の工夫や改善が必要となる。そ
のため、教科等横断的な学びを含
めた、教員の授業意識を高める取り
組みを実践しなければならない。ま
た、多くの場面でさらなる教員の連
携強化を図らなければならない。 

１・２年生のみ生徒１人１台タブレット端末が導入さ
れているため、教員は授業等で活用に苦労してい
ることがわかる。現段階では、各クラスに設置され
ているプロジェクターを活用していくことが必要で
ある。今後、全学年に生徒１人１台タブレット端末
が導入された際は、生徒にとって馴染みのある学
習ツールとして活用できるのではないか。また、ＩＣ
Ｔの使用については、教科等横断的な学びや教
科間の連携等では混乱してしまう生徒がでる可能
性があるため、ＩＣＴを活用したユニバーサルデザ
インも考えていくことが必要がある。 

 
 
 
 
 ２ 

〈現状〉 

 段階的な進路指導が行われ、個の生徒

が進路意識を高く持って活動している。

進路説明会等で保護者へ進路状況が提供

されている。 

〈課題〉 

 多様な進路実現に向け、今後も進路活

動を充実する必要がある。生徒の進路行

事においても保護者に参加を促し、更な

る連携の強化を図ることが重要である。 

 
 
個に応じた
進路指導の
充実と保護
者との連携
強化 

①段階的な進路指導を継続するとともに個に
応じた進路実現のため、最新の進路情報を
生徒及び保護者に効果的に発信する。 

 
②保護者向け進路説明会を継続的に行うと共
に、生徒の進路行事への参加を促し、家庭
との更なる連携強化を図る。 

 
③長期休業中等を利用し、生徒の進路実現に
向けた個別指導や面接指導を充実させる。 

①生徒及び保護者に対し、最新な
情報提供ができたか。進路掲示
板等が効果的に活用できたか。 

 
②進路説明会や進路行事等におい
て、保護者へ最新の情報共有が
行われ、密に連携できたか。 

 
③個に応じた進路指導が計画的に
実施できたか。 

段階的かつ個に応じた進路指導を行い、生徒自らが進 
路意識を高く持つことができた。外部に最新の進路状 
況を発信することができた。 
①本校ＨＰへの掲載や進路通信の発行等により、最新 
の進路情報を外部へ提供することができた。 
②５月に保護者向け進路説明会を実施し、早い段階で 
保護者との連携ができ、他の進路行事等へも保護者参
加を呼び掛け、家庭へ協力を依頼することができた。 
③進路向けの夏季講習等を実施することができ、生徒 
の進路意識を高めた。 

 
 
 
 
 
Ａ 

進路決定者は、大学及び短大３７
名（昨年３５名）、専門学校５２名（昨
年５７名）、就職３１名（昨年２３名）
である。生徒アンケートで「生徒の
希望や適性に応じた進路指導が行
われている」の割合が８９．３％（昨
年９１．３％）と高い水準を維持して
いる。今後は、教員に対する進路研
修会等を実施し、進路意識を高め
る方策が必要である。 

生徒の進路指導については、先生方が丁寧に指
導を行っているため、生徒自ら進路選択ができて
いる。大学や短大、専門学校に新たに進学する生
徒や就職する生徒もいる中、１年生から生徒の将
来を見据えた進路指導ができている。就職先も、
大手企業から地域企業まで幅広く、地域や企業と
の綿密な連携がなされている証拠である。また、
地元企業への就職については、地元密着から進
路実現がしっかりとできているからこその結果だと
考える。 

 
 
 
 
 
 
 ３ 

〈現状〉 

 多くの生徒は基本的生活習慣が身に付

いており、落ち着いた学校生活を送って

いる。多様な生徒が入学しているため、

外部教育力を活用した個に応じた支援が

行われている。 

〈課題〉 

 日常的に遅刻指導や整容指導等の生徒

指導上の課題があり、学校全体で取り組

んでいく必要がある。教育相談体制づく

りについては、校内コーディネーターを

中心とし、より一層充実を図ることが重

要である。 

 
規範意識の
向上と主体
性の育成 

①整容指導等においては、時代や世論等の考
え方を取り入れ、継続的に推進し、生徒が
主体的に基本的生活習慣を確立する指導を
行う。 

②生徒が部活動や学校行事等に主体的に参加
し、活躍できる場面を増やし充実させる。 

①生徒指導部及び学年を中心とし
て、整容指導等を検討・見直し
を行い、具体的な改善があった
か。 

②部活動や学校行事等に、積極的に生

徒が参加し、活躍できたか。 

生徒の基本的生活習慣の確立することができた。 
①学年を中心に、定期的に整容指導が実施され、生徒 
の基本的生活習慣を身に着けさせることができ、さら
に時代や世論等から校則の見直しを行った。 
②生徒においては、部活動のほか、文化祭や体育祭に 
おいても積極的に参加し、多くの場面で活躍した。 

 
 
 
Ｂ 
 
 

問題行動等における指導案件は、
昨年度と比べてほぼ変わっていな
いため、組織的な対応が重要であ
る。また、保護者との連携強化によ
り、家庭での指導の協力を、より一
層お願いしていく必要がある。多様
な生徒の入学により、外部の教育
力を最大限に活用することや個に
応じた支援を継続して行い、本校で
学ぶ必要性と重要性を認識させる。 
また、卒業後の進路等を見据えた
支援も行い、生徒１人ひとりに成功
体験をさせることが重要である。 

教職員の特別支援に対して意識が向上してきて

いる印象がある。今後も、個に応じた生徒の指導

を行っていくことが重要である。また、次のステップ

に向けた自覚を促すことや将来において個の力

を活かすため、生徒１人ひとりに成功体験をさせる

ことが必要である。さらに、生徒たちにコミュニケー

ション能力を鍛えることも大事だが、社会に出てい

くためには、生徒自ら生きる力を身に付けさせるこ

とも重要になってくる。生徒指導については、時代

の変化を取り入れながら進めると良いのではない

か。 

 
個に応じた
支援の推進
と組織的な
体制づくり
の充実 

①教育相談計画のもと、支援の機会を充実さ
せ、全教職員で情報共有し、個に応じた支
援をより一層深める。 

 

②生徒情報等について、学年等で共有すると
ともに、管理職へ報告、連絡、相談を適切
に行うことで、組織的体制を確立させる。 

①巡回支援相談員やスクールカウ
ンセラー等の外部教育力を有効
活用し、個に応じた支援が適切
に実施されたか。 

②迅速かつ効果的に生徒情報が共
有できる組織的体制が確立でき
たか。 

個に応じた生徒への支援を提供することができ、全教
職員で情報共有と組織的対応ができた。 
①スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカ 
ー等の外部の教育力を最大限に活用し、個の生徒に応
じた支援を提供することができた。 
②生徒情報を全教職員で共有することができ、組織的 
に対応することができた。 

 
 
 
Ａ 

 
 
  
 
 
 
 
 
 ４ 

〈現状〉 

 ＫＩＳＥＰ（北本市小・中・高相互交

流事業）や地域の交流事業への参加等を

行い、積極的な地域連携を図っている。

学校公開等において、中学生等の外部に

本校の魅力や強みを発信している。分校

とも学校行事等で連携を図っている。 

〈課題〉 

 地域連携等においては、教員の負担を

考え、参加方法の工夫等が必要である。

本校の強みや魅力をより一層外部に発信

するためには、より効果的な広報活動が

重要である。生徒が共生社会を更に理解

するため、分校との連携機会を増やすこ

とが、今後も必要である。 

 
 
地域交流の
推進 

①交流事業の意義を踏まえ、北本市教育委員
会及び中丸小学校、市内中学校と連携し、
計画的かつ効果的に実施する。 

 
②北本市役所、鴻巣警察署、北本市自治会、
北本市観光協会等と積極的に連携し、地域
交流を図る。 

①北本市教育委員会及び中丸小学
校、市内中学校と連携し、ＫＩ
ＳＥＰの計画立案、より良い活
動が実施できたか。 

②地域機関と積極的に連携・情報
共有ができ、効果的な地域交流
が図れたか。 

地域の期待に応える学校として、積極的に地域と交流
することができた。 
①ＫＩＳＥＰでは、１１月６日に中丸小学校でまなび 
あい、１１月２７日に北本市立西中学校で出前授業を
実施し、今後も中学校で出前授業を予定している。 
②北本市役所や地域公民館等と積極的に連携し、部活 
動や生徒会の生徒が多く事業に参加した。 

 
 

 
Ａ 

ＫＩＳＥＰをはじめとした地域連携は
十分行っているが、教員の働き方
改革を考えると厳選していく必要も
ある。しかし、地域連携は学校にと
って重要なことから、地域連携の見
極めが重要である。また、本校の強
みや魅力を外部に発信するための
多くの手段を考えていきたい。北本
市だけではなく、いかに近隣の市町
にアプローチできるか、どのような方
法があるか、全教職員で検討し、実
行していかなければならない。分校
との連携においては、学校行事が
中心ではあるが、さらに多くの場面
で連携できるようにしていく。 

生徒会や部活の生徒が、多くの地域行事や催し
物に参加するなど、他の高等学校より積極的な地
域連携ができている印象がある。今後、地域の生
涯学習拠点等が閉鎖していくことが予想されてい
る。そうした中、既存の地域連携が難しくなってい
くのではないかと考える。そこで、地域連携を進め
ていく中においては、地域行事の厳選や進め方
等の工夫を凝らした上で、効果的に行うことがよい
のではないか。授業見学では、本校の生徒もしっ
かり授業を受けているが、分校の生徒たちも授業
を頑張って受けている姿が見られた。分校との連
携については、学校行事を含め、積極的かつ効
果的に行われている。今後も、分校との更なる連
携及び共に学ぶ教育環境づくりの推進をお願い
したい。 

 
 
本校魅力の
発信に伴う
効果的な広
報活動 

 ①保護者や中学生、中学校教員等に向けた学
校公開の工夫や学校ＨＰの更なる充実およ
び積極的な発信により、本校の魅力を最大
限に広報する。 

②北本分校と多くの場面で積極的に連携し、
豊かな人間性を育むとともに、お互いが尊
重し合う機会を増やし、共に学ぶ教育環境
を構築する。 

①本校の魅力について、中学生や
保護者、中学校教員等に効果的
に広報され、十分に情報発信が
できたか。 

②分校連携委員会が、定期的に開
催され、有意義な情報共有が行
われ、多くの場面で交流が行わ
れたか。 

新たな手法により、本校の強みや魅力を外部に発信す
ることができた。分校との連携も積極的に行った。 
①新たにInstagramを活用し、迅速に最新の学校情報 
を外部に発信することができ、さらに学校説明会及び
ミニ説明会の回数を増やすことで、多くの方々に参加
しやすい形態をとった。 
②文化祭や体育祭などの学校行事を中心に、多くの場 
面で交流することができた。 

 
 
 
Ａ 
 

（別紙様式） 


